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第２版まえがき

　『進化と人間行動』（2000年初版）は幸い，教科書としてあるいは一般書とし
て広く読まれ，21刷りを重ねました．初版の発行当時には，まだ聞きなれなかっ
た人間行動進化学や進化心理学という学問分野も，この20数年の間に市民権
を獲得し，関連の書籍も多数出版されるようになりました．人間の行動や心理，
さらには社会現象を，進化という長大な時間軸を背景に分析し考察することの
意義は，気候変動や生命操作によって人類の将来が不透明になっている今日，
ますますその重要性を増しています．「我々はどこから来たのか　我々は何者
か　我々はどこへ行くのか」（ポール・ゴーギャン）という人間に関する究極の
問いのうち，人間行動進化学は少なくとも前二者について，科学的な答を示し
てくれるからです．
　新興の研究分野であるため，この20年間に次々と新たな研究が生まれ，新
発見も相次ぎました．本来であれば，本書も 5年ごとくらいの間隔で改訂を重
ねて内容を刷新していくべきでしたが，著者のうち両長谷川がこの間，大学行
政に多大なエフォートを割かざるをえず，あっという間に20年間が過ぎてし
まいました．今回の改訂では新たに大槻久が著者に加わり，主に進化理論と協
力行動の進化についての解説を大きくアップデートしました．ヒトの生活史戦
略について新たな章を加えたことも改訂のポイントです．
　この20年間の人間行動進化学の進展のうち，大きな動向を三つ挙げたいと
思います．一つ目は，進化的基盤を持つ人間の本性と文化的影響の交絡が，様々
な研究によって解明されるようになったことです．初版発行当時に強調された
ヒューマン・ユニヴァーサルズ（人間行動の普遍性）や通文化性に対して，文
化的ゆらぎが大きいことが再認識されるようになりました．非遺伝的に情報を
世代間伝達するしくみである文化は，ヒトが進化する生活環境を大きく変え，
遺伝的進化にも大きく影響することがわかってきました．
　二つ目は，協力行動や利他行動の進化に関する研究が理論・実証の両面で大
きく進展したことです．互恵性の重要性については初版でも述べましたが，こ
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の間，数理生物学や実験社会科学との交流により，特に間接互恵性に関する研
究が進みました．先述のように，この第2版ではこれらをふまえた全面改訂を
行いました．
　三つ目は，隣接領域である進化人類学と認知神経科学（脳科学）の発展によ
り人間行動の進化基盤と神経基盤の解明が進んだことです．アルディピテクス・
ラミダスの詳細な解析，ホモ・サピエンスとネアンデルタール人・デニソワ人
との交配の事実などは人類進化史を大きく塗り替えました．行動と認知の神経
基盤については，他の動物との共通性と相違点の双方について多くの事実が明
らかになりました．
本書ではこれらの学問的発展についてなるべく言及するようにしましたが，紙
面の制約もあり，すべて網羅できたわけではありません．本書は読者を人間行
動進化学へ誘う入門書という趣旨で書かれたものですので，より深く学びたい
方は，ぜひ各章末の参考文献に進んでいただければと思います．
　第2版の改訂にあたっては，草稿の段階で齋藤慈子氏より貴重なコメントや
アドバイスを多数いただき，謝意を表したいと思います．個々にお名前を挙げ
ませんが，人間行動進化学会の多くの会員からは，常に新鮮な知的刺激を受け
ています．編集者である東京大学出版会の小室まどかさんには，辛抱強く執筆
を支えていただき，厚く御礼申し上げます．

　　2022年春　著者を代表して

長谷川寿一


